
国
労
仙
地
第
29
号

２
０
０
９
年
７
月
17
日

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

取
締
役
仙
台
支
社
長

田
浦

芳
孝

殿

国
鉄
労
働
組
合
仙
台
地
方
本
部

執
行
委
員
長

橋
本

昭
二

福
島
駅
に
お
け
る
組
合
員
の
異

動
に
関
す
る
申
入
れ

国
鉄
労
働
組
合
東
日
本
本
部

お
よ
び
仙
台
地
方
本
部
は
、
２

０
０
６
年
11
月
６
日
の
中
労
委

に
お
け
る
「
配
転
・
出
向
お
よ

び
バ
ッ
チ
等
61
事
件
」
の
一
括

和
解
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
お
よ
び
仙
台
支
社
に
対

し
「
正
常
か
つ
健
全
な
労
使
関

係
の
確
立
」
「
公
平
・
公
正
な

人
事
、
労
務
管
理
」
を
誠
実
に

行
う
よ
う
求
め
て
き
た
。

そ
の
上
で
仙
台
地
本
と
仙
台

支
社
は
、
和
解
の
趣
旨
に
則
り

健
全
か
つ
正
常
な
労
使
関
係
の

構
築
に
努
め
、
話
し
合
い
に
よ

る
問
題
の
共
有
化
を
図
り
な
が

ら
一
歩
、
ま
た
一
歩
そ
の
解
消

に
結
び
付
け
て
き
た
と
認
識
し

て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
地
方
本
部
と

し
て
は
、
こ
の
間
の
福
島
駅
に

お
け
る
組
合
員
の
異
動
が
和
解

の
趣
旨
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
、
支
社
に
対
し

そ
の
是
正
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。福

島
駅
の
異
動
に
関
す
る
問

題
点
は
、
各
労
働
組
合
組
織
比

率
を
抜
き
に
短
期
間
で
国
労
組

合
員
６
名
を
他
駅
に
異
動
し
た

点
に
あ
る
。
一
般
に
異
動
に
つ

い
て
は
、
会
社
の
専
権
事
項
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
一

方
で
過
去
の
経
験
か
ら
労
働
組

合
の
組
織
状
況
な
ど
を
加
味
し

て
運
用
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
異

動
を
利
用
し
て
労
働
組
合
へ
の

支
配
、
介
入
な
ど
を
企
図
し
た

不
当
労
働
行
為
と
疑
わ
れ
て
も

否
定
で
き
な
い
。

具
体
的
に
福
島
駅
出
改
札
の

社
員
構
成
は
昨
年
12
月
１
日
現

在
で
48
名
、
労
働
組
合
所
属
別

社
員
数
で
言
え
ば
国
労
16
名
、

東
労
組
27
名
、
東
日
本
ユ
ニ
オ

ン
５
名
等
の
状
況
で
あ
る
。
そ

こ
で
12
月
以
降
の
半
年
間
で
、

福
島
駅
に
お
け
る
転
出
と
な
る

異
動
の
ほ
と
ん
ど
（
８
名
中
６

名
）
が
国
労
所
属
社
員
で
あ
る

と
な
れ
ば
、
組
織
介
入
の
意
図

が
伺
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

結
果
的
に
は
、
福
島
駅
に
お

け
る
事
業
所
単
位
で
の
国
労
の

影
響
力
は
大
幅
に
減
退
（
特
に

改
札
で
は
）
す
る
結
果
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
紛
れ
も
な
い
事
実

で
あ
り
、
異
動
に
関
す
る
支
社

の
見
解
は
簡
単
に
言
え
ば
適
材

適
所
と
言
う
事
に
な
る
が
、
残

念
な
が
ら
こ
の
事
実
か
ら
は
国

労
排
除
、
東
労
組
支
配
へ
の
優

遇
を
払
拭
で
き
る
理
屈
は
得
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
会
社
が
否
定
し
て
い

る
２
０
０
９
年
度
新
入
社
員
へ

の
福
島
駅
総
務
助
役
の
組
合
勧

誘
行
為
と
そ
の
後
の
対
応
、
そ

し
て
組
合
員
の
異
動
は
、
和
解

後
の
正
常
な
労
使
関
係
の
構
築

に
対
し
現
場
を
中
心
に
大
き
く

不
信
感
を
募
ら
せ
る
結
果
と
な
っ

た
。こ

れ
ら
の
指
摘
に
つ
い
て
仙

台
支
社
は
、
支
社
と
し
て
の
見

解
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
し
か
し
、
地
方
本
部
と
し

て
の
認
識
も
正
に
、
上
記
の
通

り
で
あ
る
。

今
後
は
、
東
日
本
本
部
と
本

社
間
で
和
解
後
の
懸
案
事
項
な

ど
を
議
論
し
、
さ
ら
に
具
体
的

差
別
感
の
払
拭
に
向
け
団
体
交

渉
が
開
始
さ
れ
る
が
、
本
日
の

申
入
れ
に
つ
い
て
仙
台
支
社
は
、

労
使
関
係
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
事
象
で
あ
る
こ
と
を
真
剣

に
受
け
止
め
る
よ
う
求
め
る
。

さ
ら
に
、
今
後
の
本
社
交
渉

の
中
で
の
支
社
別
課
題
へ
も
積

極
的
に
対
応
す
る
よ
う
合
わ
せ

て
申
し
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
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６
・
20

東
日
本
本
部
業
務
部
長
会
議

６
・
20

地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議

６
・
21

地
本
組
織
対
策
会
議

７
・
１

第
２
回
選
挙
管
理
委
員
会

７
・
７

簡
易
苦
情
処
理
会
議(

伊
藤
氏)

７
・
８

第
10
回
地
方
執
行
委
員
会

７
・
８

東
日
本
本
部
書
記
長
会
議

７
・
11

第
３
回
選
挙
管
理
委
員
会

７
・
16

東
日
本
本
部
地
方
代
表
者
会
議

７
・
19

安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

７
・
28

団
交
（
競
合
把
握
シ
ス
テ
ム
・

申
27
号
）

７
・
29

団
交
（
申
26
号
ダ
イ
改
見
直

し
交
渉
等
）

地
方
本
部
は
７
月
17
日
、
仙
台
支
社
に
対
し
、
福
島
駅
に
お
け

る
組
合
員
の
異
動
に
関
す
る
申
入
れ
を
行
っ
た
。
こ
の
申
入
れ

は
福
島
県
支
部
等
の
要
請
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
も
の
。
以
下
に

全
文
を
掲
載
す
る
。

09年4月、JR東日本会社は「コンプライアンスアクショ
ンプラン」と銘打った小冊子を社員全員に配布した。
要約すると、JR東日本グループは「法令順守」と「企業
倫理」のあり方を定めており、同グループの役員及び社
員等は「法令順守及び企業倫理に関する指
針」に沿って行動せよというものである。
既に05年６月に策定されており、その改訂
版が今回の「信濃川不正取水問題」を契機
に発行されたものだ。
ただ、この小冊子が配布されたときの、社
員の気持ちはいかばかりか、会社は考慮し
たのだろうか・・・。
当然ではあるが、この時期会社は「信濃川不正取水問
題」について、世間から厳しい批判を受けていた。同時
に現場の社員は利用者から「水泥棒して料金を取るのか」
と居直られるなど、厳しい批判を受け、大変な苦労をし
たと聞く。先ずは「このような事態を引き起こしてしま
い、申し訳ない」という謝罪が、株主やグループ会社と
同時に「社員」にもあってしかるべきである。何も特別
なことではない。会社が常々「どんなにこちらに非があっ
ても、まず詫びよ」と指導している通りではないか。ま
してや今回の事象は一方的に会社に非がある。
懸念するのは、こうした「社会的批判」がなければ、
黙って通過させるような体質が残っているのではないか

ということである。既に本紙に掲載されているが、仙台
支社は今年３月、JRアパート及び関連施設において「ア
スベスト」が使用されている旨の通知を関係アパートの
居住者に通知をした。通知を受けた居住者である組合員
は不安を感じ、地方本部を通じて支社に疑問点などを問
い質しているが、未だ「誠意ある回答」を得ていない。
地本の働きかけもあってか、約４ヶ月を経た７月中旬
にアスベストの処置についての説明をする旨の通知が居
住者に対してあったが、それも古川と森合アパートのみ
であり、他の南小泉と新庄には何の沙汰もない。そもそ

も最初の通知の時点ではアスベストの具体的
使用箇所すらも明らかにしていないのである
が、どこか信濃川の一件とつながるものはな
いだろうか。不正取水とデータ改ざんがマス
コミ等により明らかになり、ついに逃げきれ
なくなったJR東日本は「故意であった」と謝
罪をした。しかしこの問題が発覚してから相
当の時間が経過している。「しっぽを捕まれ

ない限り知らんぷり」という態度が明け透けであった。
この不祥事を受けて改定版が発行された、冒頭の「コ
ンプライアンスアクションプラン」の発行に際して清野
社長はこう述べている。「法令順守を怠り、地域をはじ
めとする関係の皆さまの信頼を裏切る行為を行うことは、
多くの方々にご迷惑をおかけするだけでなく、社会から
厳しい批判を受けることになります。私たちは法令や規
定、社会のルールをしっかり守るとともに、社会のよき
一員として広い視野を持たなければなりません。」仙台
支社は清野社長の決意を重く受け止めなくてはならない。
手始めはアスベスト問題であり、その「誠意ある対応」
が注目されている。



Ｊ
Ｒ
貨
物
は
６
月
12
日
、
09

年
度
夏
季
手
当
の
支
払
い
回
答

と
し
て
、
「
基
準
内
賃
金
の
１
・

65
ヶ
月
分
、
７
月
７
日
支
払
い
」

の
超
低
額
回
答
を
行
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
地
方
本
部
は

地
方
本
部
内
の
貨
物
分
会
と
当

該
支
部
に
緊
急
の
抗
議
集
会
の

開
催
を
指
示
。

貨
物
福
島
分
会
は
郡
山
分
連

協
前
、
郡
工
支
部
は
郡
山
総
合

車
両
セ
ン
タ
ー
前
、
宮
城
で
は

貨
物
宮
城
野
駅
北
門
前
に
お
い

て
そ
れ
ぞ
れ
６
月
18
日
に
「
夏

季
手
当
１
・
65
ヶ
月
超
低
額
回

答
に
抗
議
し
、
再
回
答
を
求
め

る
集
会
」
を
開
催
し
た
。
各
地

区
の
集
会
に
は
貨
物
組
合
員
の

闘
い
を
支
援
す
る
多
く
の
旅
客

組
合
員
が
結
集
し
、
今
後
と
も

客
貨
一
体
と
な
っ
て
闘
う
こ
と

を
全
体
で
確
認
し
た
。

以
下
に
各
地
で
採
択
さ
れ
た

集
会
宣
言
を
掲
載
す
る
。

集

会

宣

言

Ｊ
Ｒ
貨
物
は
６
月
12
日
、

「
２
０
０
９
年
度
夏
季
手
当
の

支
払
い
に
関
す
る
申
入
れ
（
国

労
闘
申
第
号
）
」
に
対
す
る
回

答
と
し
て
、
「
基
準
内
賃
金
の

１
・
65
カ
月
分
、
７
月
７
日
支

払
い
」
の
超
低
額
回
答
を
行
っ

た
。
こ
の
回
答
は
、
昨
年
11
月

以
降
の
収
入
の
低
下
を
前
面
に

押
し
出
し
、
経
費
削
減
の
た
め

に
人
件
費
を
大
幅
に
カ
ッ
ト
し

て
収
支
を
取
り
繕
う
と
す
る
だ

け
の
も
の
で
あ
り
、
22
年
余
の

間
、
貨
物
会
社
を
支
え
て
き
た

社
員
と
家
族
の
思
い
を
踏
み
に

じ
る
も
の
で
あ
る
。

回
答
を
受
け
た
本

部
は
席
上
、
「
全

組
合
が
２
・
６
ヶ
月
以
上
の
要

求
を
掲
げ
て
生
活
改
善
を
求
め

て
い
る
」
「
昨
年
比
で
０
・
３
ヶ

月
分
も
下
回
り
、
８
万
円
以
上

の
減
収
と
な
り
生
活
に
あ
え
ぐ

社
員･

家
族
に
追
い
討
ち
を
掛

け
る
も
の
で
あ
る
」
と
訴
え
、

断
固
抗
議
す
る
と
同
時
に
再
検

討
を
強
く
求
め
て
き
た
。

交

渉
を
通
し
国
労
は
、
「
社
員
に

還
元
し
よ
う
と
す
る
経
営
側
の

努
力
が
ま
っ
た
く
見
え
て
こ
な

い
、
蓄
積
さ
れ
た
内
部
留
保
金

を
還
元
す
べ
き
だ
」
と
主
張
し

て
き
た
が
、
会
社
か
ら
は
な
ん

ら
経
営
側
の
努
力
が
示
さ
れ
る

こ
と
も
な
く
、
会
社
都
合
だ
け

を
押
し
付
け
る
形
と
な
っ
た
。

会
社
側
は
、
「
本
日
の
回
答
は

貴
側
と
の
交
渉
な
ど
を
踏
ま
え
、

貨
物
会
社
の
置
か
れ
た
状
況
か

ら
判
断
し
た
も
の
で
あ
り
、
最

終
回
答
で
あ
る
」
と
す
る
不
遜

な
態
度
に
終
始
し
た
。

２
０
０
９
年
度
夏
季
手
当
要

求
獲
得
の
闘
い
は
、
本
部
、
エ

リ
ア
本
部
の
闘
争
指
示
を
受
け

創
意
工
夫
し
た
取
り
組
み
が
行

わ
れ
た
。

国
労
東
北
協
議
会
と
し
て
貨

物
東
北
支
社
へ
の
満
額
回
答
を

求
め
る
要
請
書
の
提
出
を
初
め
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
寄
せ
書
き
な
ど
果
敢

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。

私
た
ち
は
、
今
集
会
に
お
い

て
、
改
め
て
夏
季
手
当
の
超
低

額
回
答
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

再
検
討
、
再
回
答
を
強
く
求
め

る
。
そ
し
て
引
き
続
き
、
Ｊ
Ｒ

貨
物
に
お
け
る
労
働
条
件
改
善
、

「
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
」

に
向
け
た
運
動
の
前
進
と
拡
大

を
図
る
た
め
に
旅
客
、
貨
物
組

合
員
が
一
体
と
な
っ
て
奮
闘
し

あ
う
こ
と
を
確
認
す
る
。
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退
職
の
お
知
ら
せ

６
月
30
日

柴
田

論
さ
ん

仙
台
駅
連
合
分
会

エ
ル
ダ
ー

高
橋

勝
志
さ
ん

岩
沼
駅
連
合
分
会

エ
ル
ダ
ー

横
山

幸
子
さ
ん

郡
山
駅
連
合
分
会

エ
ル
ダ
ー

江
刺
家

逸
郎
さ
ん

仙
総
支
部
組
立
分
会

エ
ル
ダ
ー

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

社
民
ク
ラ
ブ

会

長

長

澤

勝

幸

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

幹
事
長

齋

藤

仁

一

総
務
常
任
委
員
会
委
員

会

計

田

部

輝

雄

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員

会

員

坂

内

鉄

次

議
会
運
営
委
員
会
委
員

新
庄
連
合
分
会
所
属
の
鶴
川
和

雄
さ
ん
が
脳
内
出
血
の
た
め
７

月
10
日
、
永
眠
し
た
。
享
年
53

歳
。
鶴
川
さ
ん
は
７
月
６
日
、

警
備
巡
回
業
務
の
た
め
陸
羽
西

線
の
新
庄
・
余
目
間
を
列
車
で

往
復
し
た
が
、
復
路
の
新
庄
駅

到
着
後
に
意
識
を
失
い
緊
急
入

院
し
て
い
た
。

家
族
は
も
と
よ
り
地
域
の
組

合
員
や
職
場
の
仲
間
ら
は
心
か

ら
鶴
川
さ
ん
の
回
復
を
願
っ
た

が
、
残
念
な
が
ら
意
識
は
戻
ら

ず
、
そ
の
ま
ま
旅
立
た
れ
た
。

葬
儀
は
７
月
12
日
、
鶴
川
氏

の
自
宅
が
あ
る
横
手
市
内
で
し

め
や
か
に
執
り
行
な
わ
れ
た
。

鶴
川
さ
ん
は
、
分
割
・
民
営

化
の
際
行
わ
れ
た
強
制
配
転

（
87
年
３
月
）
に
よ
り
、
22
年

４
ヶ
月
、
横
手
市
内
か
ら
新
庄

ま
で
の
遠
距
離
通
勤
を
強
い
ら

れ
て
き
た
。

６
月
17
日
、
喜
多
方
市
（
福
島

県
）
議
会
で
３
度
目
と
な
る

「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解

決
を
求
め
る
意
見
書
」
が
採
択

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
仙
台
地
方

本
部
が
関
係
議
員
（
社
民
ク
ラ

ブ
＝
別
掲
）
な
ど
に
要
請
し
て

実
現
し
た
も
の
。

最
高
裁
判
決
（
２
０
０
３
年

12
月
22
日)

以
降
の
自
治
体
決

議

３
３
２
自
治
体
。
累
計
で

は
、
８
１
１
自
治
体
１
２
０
２

本(

19
都
道
府
県
・
２
６
６
市
・

４
５
０
町
・
60
村
・
16
特
別
区

＝
６
月
17
日
現
在)

宮
城
県
集
会
に
お
い
て
会
社
と
の
交
渉
経
過
な
ど
を

報
告
す
る
東
北
貨
物
協
議
会
の
岩
井
事
務
長

会社別 前年度実績 本年度実績 対前年比 一人当支払額

北 海 道 2.38ヶ月 2.19ヶ月 0.19ヶ月減 626,024円

東 日 本 2.90ヶ月 2.85ヶ月 0.05ヶ月減 962,340円

東 海 3.00ヶ月 2.95ヶ月 0.05ヶ月減 929,250円

西 日 本 2.75ヶ月 2.65ヶ月 0.10ヶ月減 872,460円

四 国 2.39ヶ月 2.15ヶ月 0.24ヶ月減 653,158円

九 州 2.66ヶ月 2.61ヶ月 0.05ヶ月減 810,536円

貨 物 1.95ヶ月 1.65ヶ月 0.30ヶ月減 446,978円

テレコム 2.35ヶ月 2.70ヶ月 0.35ヶ月増 1,044,230円

システム 2.90ヶ月 2.90ヶ月 同 月 数 915,710円

鉄道総研 2.985ヶ月 2.96ヶ月 0.025ヶ月減 1,012,424円


